
小売店直送における取卸し作業の時間短縮への取組 群馬県
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►発荷主：JA嬬恋村、着荷主：参加なし

・農産品の販売事業、購買事業、共済事業等

►実運送事業者：株式会社群馬グリーン配送（吾妻高原野菜共同輸送所）
►荷種：農産品（キャベッ）

＇｀』“-一
► 本事業の取組方策は3点があるが、小売店直送における取組について以下の通り
整理する。

小売店直送の輸送における取卸し作業効率化⇒小売店到着後、指定ラックに取卸し作業を実施するため、90~120分程度の時間を要

し、運転者の長時間労働の原因となっている一
予冷庫 . .

直這
（荷台に手積みで積載する）

改善後 疇 小売店の指定ラックを予め借受け、予冷庫にて積込みする
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〇折り畳みラックが望ま ---＝＝ ラックを積込む状態に準備。
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0小売店にてラックを取卸す。

（なお、ケース10段積みができる

ような高さのあるラックが望まし

しヽ）
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► 積込み作業時間は▲45分、取卸し作業時間は▲70~100分の
短縮化が図られる見込み結果
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① 着荷主における課題が確認されたところであるが、まずは着荷主とのパートナー
シップ（話合いの場の設定等）を構築していく必要がある。

② 小売店指示のラックヘの積付け作業、冷蔵庫のない市場での待機等の問題があ
り、労働時間短縮化、有償化に向けた取組を行う必要がある。

③ 発荷主と運送事業者のパートナーシップを基礎とした優良な取組事例を整理する。
（本概要版は主に上記②の一部について整理。①②は報告書に記載）

► 着荷主である「市場」では冷蔵庫を保有していない場合、待機時間が発生する。さ
らに、小売直送では指定ラックヘの積込み作業を指示されるケースがあり、業務
改善だけでなく、書面化内容の見直しとともに、附帯作業料、車両留置料の収受
ができないか等、課題を深堀りする。
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► 本概要版は、上記「3.課題」②の一部について整理。①②は報告書に記載）
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0予め小売店からラックを借受けし、予冷庫
まで輸送。当該ラックに作業員が積付け

0出発前：ラックを荷台に積載

0到着後：ラックを荷台から取卸し

（手作業がなくなった）

〇小売店直送では、小売店指定

のラックに荷台から積替え作業

を運転者1名で実施
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゜成果
0積込み作業： 15分（▲45分）

0取卸し作業：20分（▲70~100分）
（作業員、運転者の生産性により変化）

0取卸し作業： 90分～120分

► 平成28年度は試行的に他事例にて

効果検証したものであるが、効果が

認められるため、次年度検証予定で
ある

► 特に着荷主においては、短時間で取
卸し作業が完了するため、スペース
の有効活用、他車両の待機時間の
削減に寄与
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